
2022年度版

農泊実践地域と⽀援事業者の皆さまが国際市場に求められているサービス⽔準
を満たし、旅⾏者にとって魅⼒的な地域づくりのために、本会は求められている
サービス品質の情報を提供し、農泊主体の発意によるレベルアップ⽀援プログラ
ムを提供しています。各種研修会開催のご検討お願い致します。



u研修コンテンツの詳しいお問い合わせは、
○一般社団法人日本ファームステイ協会事務局
【担当：前場・出原・床次】
住所 ： 〒101-0021 東京都千代田区外神田1-16-8 GEEKS AKIHABARA 4F
電話 ： 080-4002-4987 FAX：03-5297-0260  E－Mail：zemba@i-znk.jp

１．研修費用

（１）ご依頼後にお見積りを作成させて頂きます。

（２）会場費・講師交通費・宿泊費（実費）等は、別途ご負担願います。

（３）ご案内のプログラム以外のオーダーメイド研修については、 別途、講師等のご相談を受け承ります。

※ご紹介した講師へのお支払いは直接、研修講師へお願いいたします。

２．研修時間 各研修により異なります。

３．研修会場 主催者指定会場になります

４．研修方法 主催者指定方法になります レイアウト：スクール形式・ワークショップ形式・オンライン形式 等

５．受講者数 各研修により異なります。

６．申込手順 （１）研修（講師）の依頼➡（２）日程の調整（第3希望まで連絡）➡（３）ご回答➡（４）研修実施



依頼者様

ＪＰＣＳＡ事務局 研修講師

①メール・電話で
のご依頼

③日程調整

②講師依頼

⑤研修実施

④集客・受講受付

受講者様



2022年4⽉現在：諸事情により変更の可能性がございます。

NO. 【研修項⽬・キーワード】・研修名 「農泊の⼿引き」活動内容との連動 研修難易度 研修の成果 研修講師・担当 講義時間

1 【販売・予約・決済対応】OTAの導⼊ 第３章４－１ 基礎編 OTAの登録までの基礎理解 ⼤野　彰則 2時間
2 【販売・予約・決済対応】OTAの活⽤ 第３章４－１ 応⽤編 OTAを有効なツールとして活⽤ ⼤野　彰則 2時間
3 【新型コロナウイルス感染症対策】ガイドラインの活⽤と事例紹介 第３章１－７ 基礎編 ガイドラインの利活⽤と作成⽅法習得 ⾦⼦　衛 2時間
4 【新しい⽣活様式に即した地域コンテンツ】ワーケーションとマイクロツーリズム 第３章３－１ 応⽤編 コロナ禍における有効なコンテンツを理解 ⼤野　彰則 2時間

農泊全般＜農泊の基礎について学びたい　＞
5 【農泊の理解・現状認識】農泊の意味を知る・地域の現在を知る 第２章 基礎編 農泊実践の理解と地域の現状認識の把握 ⼤野　彰則 2時間

体制づくり・経営・ニーズ把握＜組織体制をつくりたい強化したい・ビジネスプランを策定したい・ニーズ等を把握したい・顧客の絞り込みをしたい＞
6 【事業計画策定】事業計画を作る 第３章１－１〜２ 基礎編 事業計画策定までの基礎理解 ⾕⼝　雅彦 2時間×3回
7 【資⾦調達】資⾦調達の準備と調達⽅法 第３章１－３ 応⽤編 資⾦調達の準備と調達⽅法の習得 ⽶持　貴史 2時間
8 【合意形成】多様な関係者の参画、協議会の設⽴、地域内の⼈々の合意 第３章１－４ 応⽤編 多様な関係者、プレーヤーとの合意形成の意義を理解 ⼤野　彰則 2時間
9 【法⼈化】法⼈を設⽴する 第３章１－５ 応⽤編 法⼈化までの具体的⽅法の習得 仁村　⼤祐 2時間
10 【⼈材確保・育成】⼈材の⾒つけ⽅、専⾨家の受⼊等による⼈材育成 第３章１－６ 応⽤編 ⼈材確保と育成⽅法を習得 ⼤野　彰則 2時間
11 【リスクマネジメント】安全管理研修（基礎編） 第３章１－７ 基礎編 リスクマネジメントの必要性と洗い出しの⽅法 ⾦⼦　衛 2時間
12 【リスクマネジメント】安全管理研修（応⽤編） 第３章１－７ 応⽤編 安全管理マニュアルの必要性と保険に関する基礎知識 ⾦⼦　衛 2時間
13 【ニーズ把握】ニーズ等の把握と顧客の絞り込み 第３章２ー１〜２ 応⽤編 ニーズ・規模・成⻑性の把握と顧客の絞り込みの⼿法を理解 前場　⼤樹 2時間

地域コンテンツ＜農泊コンテンツを開発・ブラッシュアップしたい＞
14 【地域コンテンツ全般】地域資源の発掘 第３章３－１〜１１ 基礎編 地域資源の隠れた地域資源を⾒つけ出す⽅法とリスト化 安⽥　晃⼀ 2時間
15 【地域コンテンツ全般】体験メニュー開発 第３章３－１〜１１ 基礎編 独⾃性のある体験メニューの開発とタリフ化 安⽥　晃⼀ 2時間
16 【地域コンテンツ全般】ターゲット別滞在プログラム開発 第３章３－１〜１１ 基礎編 ターゲットに向けた滞在プログラムの開発と⾏程表・積算表 安⽥　晃⼀ 2時間
17 【地域コンテンツ全般】モニターツアーの企画と実施 第３章４－３ 応⽤編 運営表や各種⽂書作成、アンケート⽅法を習得 安⽥　晃⼀ 応相談
18 【宿泊】農家⺠宿・⺠泊の開業 第３章３－３ 基礎編 開業までの⼿続きを理解 前場　⼤樹 2時間
19 【⾷事】地場産⾷材を活⽤した⾷事メニューの磨き上げ 第３章３－４ 応⽤編 地場産⾷材を利⽤したメニュー開発の習得 前場　⼤樹 2時間
20 【6次産業化 】地場産⾷材を活⽤した加⼯品の開発 第３章３－４ 応⽤編 加⼯品の開発や販路拡⼤にむけた基礎理解 前場　⼤樹 2時間
21 【旅⾏業法・旅⾏契約】旅⾏業を巡る法制度について 第３章３－５ 基礎編 旅⾏業登録に関する関連法令を理解 福井　伸之 2時間
22 【品質向上、品質認証】持続可能な品質の維持向上 第３章３－１１ 応⽤編 品質向上の重要性、品質評価⽀援制度の理解 ⻘⽊　⾠司 2時間

販売・プロモーション＜販売・情報発信・プロモーションを強化したい＞
23 【販売・情報発信・プロモーション全般】販売・情報発信・プロモーション概論 第３章４ー１〜３ 基礎編 デジタルマーケティングに関する基礎理解 ⼤野　彰則 2時間
24 【情報発信】情報発信の具体的⼿法 第３章４－２ 応⽤編 SNSや動画等の発信ツールの効果的な利活⽤を習得 ⼤野　彰則 2時間
25 【プロモーション】ファムトリップ企画と実施 第３章４－３ 応⽤編 販路拡⼤のためのネットワーク構築を⽬的としたファムトリップ 前場　⼤樹 応相談

インバウンド＜インバウンドの受⼊を強化したい＞
26 【外国⼈受⼊・多⾔語対応】インバウンドの受⼊と環境整備 第３章５ー１〜４ 基礎編 外国⼈旅⾏者の受⼊までの基礎理解 ⼤野　彰則 2時間

※複数講師が対応可能

新しい⽣活様式に即した農泊の実践



１．ＯＴＡの導入

インターネットが普及した昨今、
特に宿泊施設の予約にあたり、電話、
メール、⾃治体・中間⽀援組織の紹
介といった窓⼝だけでは、FIT（個⼈
旅⾏者）から予約され難いと⾔われ
ています。

本研修では、OTA（Online Travel
Agent）：インターネットを利⽤し
た旅⾏代理店または彼らが運⽤・提
供している予約サイト）を利⽤する
意義、予約サイトページ作成の基礎
的実践までをカバーします。

所要時間 ２時間

価格 応相談

受講者像 OTAの利⽤に関⼼ある農林漁家⺠宿オーナー等

内容
(1) 農泊の宿泊施設はなぜOTAを使うとよいのか
(2) 主な世予約サイトの種類と特徴を知る
(3) 予約ページの作成の実際

期待され
る成果

OTAを利⽤する意義、利⽤⽅法の理解を通してイン
ターネットを使った集客体制の整備

注記

• 座学を交えながら、ワークショップを中⼼に実施し
ます。

• 集合研修、個別研修いずれでも対応できます。
• 「ITリテラシー」が同程度のグループでの参加をお
勧めします。



２．ＯＴＡの活用

所要時間 ２時間

価格 応相談

受講者像 OTAをもっと活⽤したい農林漁家⺠宿オーナー等

内容
(1) パソコンなしでWebを活⽤できるサービスを使う
(2) 消費者の宿泊需要を取り込む準備をする
(3) 宿泊予約サイト以外のWeb活⽤
(4) 実践者に学ぶWeb活⽤事例

期待され
る成果

複数のOTAやインターネットツールを活⽤してより効
果的に集客する⼿法を学ぶ

注記

• 座学を交えながら、ワークショップを中⼼に実施し
ます。

• 集合研修、個別研修いずれでも対応できます。
• 「ITリテラシー」が同程度のグループでの参加をお
勧めします。

本研修では、基礎的なOTA活⽤の
知⾒をベースに、更に効率的にイン
ターネットを集客ツールとして活⽤
する⼿法を事例を交えて学びます。



３．感染症対策ガイドラインの活用と事例紹介

所要時間 2時間（質疑応答含む）

価格 応相談

受講者像

内容

（１）感染症防⽌対策の正しい理解
（２）基本的対応と具体的に実践できる感染予防
（３）業態別対策とガイドラインを活⽤した企画
実施の事例紹介

（４）ガイドライン作成に必要なポイント
（５）ガイドライン策定と運⽤の必要性
（６）チェックリストの作成

期待され
る成果 事業計画の策定を⽬指します。

注記

• 座学を交えながら、ワークショップを中⼼に実施し
ます。

• 集合研修、個別研修いずれでも対応できます。
• 密度の⾼い計画を⽴てる場合は、地域内のコアなメ
ンバーで開催されることをお勧めします。

Withコロナを⾒据え、事業者で
提供するサービスの場⾯ごとに基本
的対応と具体的な感染予防を検討し、
実践することが求められています。
本研修では、農家⺠宿事業者向け、
⾃然体験・教育旅⾏事業者向けに新
型コロナウイルス感染症防⽌対策ガ
イドラインとチェックリストの作成
について学びます。



４．ワーケーションとマイクロツーリズム

所要時間 2時間（質疑応答含む）

価格 応相談

受講者像 協議会関係者 等

内容

(1) ワーケーション・マイクロツーリズムとは
(2) 各種調査やヒアリングによるニーズ・課題
(3) 実践事例の紹介
(4) 該当地域における市場性
(5) 実践に向けたアドバイス

期待され
る成果

• ワーケーションやマイクロツーリズムの取り組みへ
の理解が深まります

• 地域にある様々な資源（⼈・⾷・農など）の価値を
再発⾒することに繋がります

注記 • シンポジウム形式やワークショップ形式等のご相談
にも応じます。

コロナ禍の新しい⽣活様式が求め
られる環境下、市場の拡⼤が期待さ
れているワーケーションやマイクロ
ツーリズムについて、基礎知識や実
践事例を学ぶとともに、各種調査や
関係者ヒアリングによる課題やニー
ズを共有します。合わせて、各地域
における市場性を考慮した、アドバ
イスも⾏います。

説明資料（イメージ）



５．農泊の意味を知る・地域の現在を知る

所要時間 ２時間

価格 応相談

受講者像 協議会関係者 等

内容

(1) 農泊とは？
(2) 農泊の推進が地域にもたらすもの
(3) 地域の宝を活かした体験プログラム
(4) 農家⺠宿・⺠泊を活かした交流
(5) 農泊地域の事例紹介

期待され
る成果

• 農泊の取り組みへの理解が深まります
• 地域にある様々な資源（⼈・⾷・農など）の価値を

再発⾒することに繋がります

注記
農泊へ参画するきっかけづくりの場となりますので、
多数の団体、住⺠への参加の働きかけをお願いいたし
ます。

農林⽔産省では、農⼭漁村の所
得向上を実現するための重要な柱と
して、⽇本ならではの伝統的な⽣活
体験や農⼭漁村地域の⼈々との交流
を楽しむ、農⼭漁村型滞在旅⾏であ
る「農泊」を推進しています。この
農泊の取り組みをより多くの地域の
皆様に広く普及し、農⼭漁村地域に
おける農泊の取り組みの促進と機運
の醸成、更には事業参画のきっかけ
とすること⽬的に開催します。

セミナー告知（イメージ）



６．事業計画を作る

所要時間 2時間 x 3回

価格 応相談

受講者像 協議会関係者 等

内容

全てワークショップ形式
(1)地域リーダーのあり⽅
(2)地域ビジョンの策定
(3) 取組戦略
(4) 取組戦術（⽬的分析・活動スケジュール）
(5) 収⽀計画表

期待され
る成果 事業計画の策定を⽬指します。

注記

• 座学を交えながら、ワークショップを中⼼に実施し
ます。

• 集合研修、個別研修いずれでも対応できます。
• 密度の⾼い計画を⽴てる場合は、地域内のコアなメ
ンバーで開催されることをお勧めします。

農泊に地域ぐるみで取り組んでい
くためには、地域の中⼼的な役割を
担う中間⽀援組織のビジネス化が重
要です。 この研修では、今後の組
織の事業計画を作成することで、農
泊地域づくりについて実践的に学ぶ
ことができる内容となっています。
地域の農泊事業の「⽬標・ビジョ
ン」と⽬標達成時に地域が備えてい
るべき「機能や役割」を洗い出し、
地域が⽬標に向けて取り組む活動ス
ケジュール、事業予算や年度別⽬標
値の設定等、事業計画を⾒える化す
る⼿法をワークショップで習得しま
す。

研修（イメージ）



７．資金調達の準備と調達方法

所要時間 応相談

会員価格 応相談

⾮会員価格 応相談

受講者像 協議会関係者 等

内容 (1) 資⾦調達の準備
(2) 資⾦の調達⽅法

期待され
る成果 資⾦調達のサポート

注記 ・基本的には、ご相談内容に応じて対応させて頂きま
す。

事業のスタートアップやステップ
アップの過程で、資⾦調達は不可⽋な
プロセスの⼀つです。

本プログラムでは、資⾦調達の⼿段
について、基礎知識を習得するととも
に、準備から調達⽅法についてアドバ
イスします。

基本的には、ご相談内容に応じて対
応させて頂きます。



８．多様な関係者の参画、協議会の設立、地域内の人々の合意

所要時間 応相談

会員価格 応相談

⾮会員価格 応相談

受講者像 協議会関係者 等

内容
(1) 多様な参画者の参画
(2) 協議会設⽴と役割
(3) 地域内の合意形成

期待され
る成果

多様な関係者の参画、協議会の設⽴、
地域内の⼈々の合意

注記 ・基本的には、ご相談内容に応じて対応させて頂きま
す。

農泊実践に向けた取り組みには、⾃
治体や観光協会をはじめ、地域の様々
な組織や団体さらには⾃治会や地域の
⼥性組織などの参画が不可⽋です。

本プログラムでは、関係者が参画か
ら協議会設⽴、地域内の合意形成まで
のプロセスについてアドバイスします。

基本的には、ご相談内容に応じて対
応させて頂きます。



９．法人を設立する

所要時間 応相談

会員価格 応相談

⾮会員価格 応相談

受講者像 協議会関係者 等

内容

(1) 法⼈化の必要性
(2) 主な法⼈の形態
(3) 設⽴に必要な⼿続き（流れ）
(4) 設⽴にかかる費⽤と期間
(5) 法⼈化後のイメージ

（体制イメージ、経営モデル、事業内容）

期待され
る成果 ・法⼈化に向けた具体的な⾏動の実践

注記 ・基本的には、ご相談内容に応じて対応させて頂きま
す。

農泊等の地域協議会にとって、法⼈
化は持続可能で⾃⽴した運営・経営を
していく上で重要なプロセスの⼀つで
す。

この研修では、法⼈化を⽬的とする
のではなく、協議会の⽬的・⽬標に向
けて法⼈化が⼿段であることを押さえ
ながら、必要なポイントな⼿続きを解
説します。

基本的には、ご相談内容に応じて対
応させて頂きます。

説明資料（イメージ）



１０．人材の見つけ方、専門家の受入等による人材育成

所要時間 応相談

会員価格 応相談

⾮会員価格 応相談

受講者像 協議会関係者 等

内容
(1) ⼈材の⾒つけ⽅
(2) 専⾨家の受⼊や外部研修
(3) 地域内勉強会などによる⼈材育成
(4) 先進地への視察

期待され
る成果 ⼈材の発掘、専⾨家の受⼊等による⼈材育成

注記 ・基本的には、ご相談内容に応じて対応させて頂きま
す。

農泊では、様々な得意分野を持った
多様な⼈材が活躍できる可能性があり
ます。

地域内でそれらの⼈材を確保。育成
することが利⽤ですが、内外のネット
ワークを通じて、地域の外から⼈材を
確保することも考えられます。

本プログラムでは、地域内外にまた
がる⼈材の⾒つけ⽅や育成⼿法につい
てアドバイスさせて頂きます。

基本的には、ご相談内容に応じて対
応させて頂きます。



１１．安全管理研修（基礎編）

所要時間 ２時間

価格 応相談

受講者像 受⼊地域のリーダーから受⼊農家まで、受⼊に係わる
全ての⼈にとって有益です。

内容

(1) リスクマネジメントとは何か
(2) 事故事例から学ぶリスクマネジメント
(3) ワークショップ

− リスクの洗い出し
− リスク対策の検討

期待され
る成果

研修受講者は次の理解が深まります。
• リスクマネジメントの必要性
• リスクマネジメントの⼀般的な⽅法
• リスクの洗い出しの⽅法
• リスク対策の検討⽅法

農⼭漁村滞在型旅⾏において、お
客様の安全確保は何よりも優先され
るべき事項です。この研修では、最
も安全管理が難しい⼦ども達の受⼊
を題材として、過去に起きた事故の
事例や裁判の事例等をご紹介しなが
ら、安全管理の重要性について理解
を深めます。また、安全管理の最初
のステップとして、リスクの洗い出
しからリスクへの対応について、
ワークショップを通じて、これらの
⼿法を習得します。

ワークショップ（イメージ）



１２．安全管理研修（応用編）

所要時間 ２時間

価格 応相談

受講者像 受⼊地域の代表者や事務局等、受⼊の中⼼となる⽅々
が対象

内容
(1) 安全管理マニュアルの必要性
(2) 安全管理マニュアル作成のポイント
(3) 保険の掛け⽅

期待され
る成果

研修受講者は次の理解が深まります。
• 安全管理マニュアルの必要性
• 安全管理マニュアルに最低限含まれるべき情報
• グリーンツーリズム関連の保険に関する基礎知識

注記 基本編受講後に上級編に進まれることが望ましいです。

農⼭漁村滞在型旅⾏の受⼊数を増
やしていくためには、旅⾏会社との
連携は不可⽋です。しかし、旅⾏会
社は安全安⼼な受⼊体制がある地域
を旅⾏者の皆様に紹介したいもので
す。では、受⼊地域はどんな体制を
整備すれば、旅⾏会社に紹介しても
らえるのでしょうか。この研修では、
受⼊地域として備えておくべき安全
管理体制として、安全管理マニュア
ルと保険に焦点を絞って理解を深め
ます。なお、この研修は受⼊地域の
体制作りについて説明します。受⼊
団体の代表者や事務局等、受⼊の中
⼼となる⽅々に受講していただきた
い内容です。



１３．ニーズ等の把握と顧客の絞り込み

所要時間 ２時間

価格 応相談

受講者像 協議会関係者、受⼊地域の⽅々 等

内容
(１) 地該当域における市場性の確認
(２) 既存ターゲットの整理
(３) 新規ターゲットの可能性
(４) ワークショップ

期待され
る成果 「ターゲットリスト」が出来上がります。

注記

地域に⼈を呼び込むためには、⼀
定のターゲットを設定することが不
可⽋ですが、そのニーズや市場性等
を踏まえ、予め可能性を把握するこ
とが重要なポイントになります。

この研修では、既存ターゲットの
拡⼤や新規ターゲットの掘り起こ
し・創造など、多様な可能性を加味
しながら、地域に親和性のあるター
ゲットの設定について座学とワーク
ショップを通じて、学びます。
ターゲットリスト（イメージ）
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１４．地域資源の発掘

所要時間 ２時間

価格 応相談

受講者像 協議会関係者、受⼊地域の⽅々 等

内容
(1)地域資源とその整理の⽅法
(2) 事例紹介
(3)季節別・対象別等、観光資源の抽出と仕分け
(4) グループワーク

期待され
る成果

研修終了後には、「地域資源リスト」が出来上がりま
す。

注記

• ワークショップの時間内には成果品は出来上がりま
せん。研修参加者が課題を確実にこなすことが必要
です。

• 地域資源の発掘は、1回の研修だけで完成するわけ
ではありません。継続的に、研修を活かして地域内
で同様の研修を⾃主的に実施することによって、地
域の観光資源を豊かにすることが望まれます。

受⼊地域に多くの旅⾏者を呼び込
むために、受⼊地域は地域資源を発
掘し、これを魅⼒ある観光コンテン
ツとして磨き上げることが求められ
ています。

この研修では、受⼊地域の関係者
による参加型ワークショップを通じ
て地域に隠された観光資源を洗い出
し、その地域資源を整理する⽅法を
学びます。
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１５．体験メニュー開発

所要時間 ２時間

価格 応相談

内容

(1)地域資源リストからタリフ化するメニューの抽出
(2) タリフ作成のポイント（ネーミング・コンセプ
ト・値付けなど）
(3) タリフ作成ワークショップ
(4) ワークショップ講評
(5) 実地踏査の必要性

期待され
る成果

研修終了後には、「体験メニュータリフ」が出来上が
ります。

注記

• 地域資源発掘編から継続受講が望ましいです。
• ワークショップ終了後、実地踏査することによって、
研修成果品を最終化することが望まれます。

• 研修では、サンプルとして最⼤4本のツアーを造成
できます。研修終了後、受⼊地域において継続的に、
研修を活かして対象者別、季節別の体験プログラム
を作り続けることが望まれます。

受⼊地域に旅⾏者を呼び込むため
には、個々の地域資源を磨き上げる
ことが⼤切です。

この研修では、受⼊地域の関係者
による参加型ワークショップを通じ
て、地域資源リストを元に各体験メ
ニューのタリフを作り上げるプロセ
スを学びます。
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体験メニュータリフ（イメージ）



１６．ターゲット別滞在プログラム開発

所要時間 ２時間

価格 応相談

内容

(1) 対象とする旅⾏者層とテーマの特定
(2) 地域資源の選択と体験メニューの造成
(3) 体験メニューの組み合わせによるツアー⾏程表の
作成
(4) ツアー現地費⽤の概算
(5) ワークショップ講評
(6) 実地踏査の必要性

期待され
る成果

研修終了後には、「⾏程表(案）」と「現地概算費⽤
（案）」が出来上がります。

注記

• 地域資源発掘編から継続受講が望ましいです。
• ワークショップ終了後、実地踏査することによって、
研修成果品を最終化することが望まれます。

• 研修では、サンプルとして最⼤4本のツアーを造成
できます。研修終了後、受⼊地域において継続的に、
研修を活かして対象者別、季節別の体験プログラム
を作り続けることが望まれます。

受⼊地域に旅⾏者を呼び込むために
は、地域の観光資源を活⽤して、魅
⼒ある滞在プログラムへと磨き上げ
ることが必要です。

この研修では、受⼊地域の関係者
による参加型ワークショップを通じ
て、ターゲットとする旅⾏者に応じ
た滞在プログラムを作り上げるプロ
セスを学びます。滞在プログラム（イメージ）



所要時間 応相談

会員価格 応相談

⾮会員価格 応相談

受講者像 協議会関係者 等

内容

(1) プログラムへの事前アドバイス
(2) 受⼊体制・役割分担の事前確認
(3) 集客⽀援
(4) 当⽇の運営⽀援
(5) モニターツアーの評価・分析と提案

期待され
る成果

・受⼊にあたっての運営表の作成
・お客様への案内⽂書の作成
・アンケートの作成と集計、分析と提案

注記
ターゲット、提供プログラム、集客⽅法、運営⽅法等
により、内容・ご予算等のご相談に応じます。

各種ワークショップにより机上で
造成された観光コンテンツを、モニ
ターツアーを実施することで受⼊体
制や役割分担、収益性等の有効性が
検証できることに加えて、旅⾏者の
ニーズを把握することができます。

また、モニターツアーの様⼦を画
像や動画で記録することで、今後の
プロモーションツールとして利活⽤
することもできます。加えて地域の
モチベーションを上げる効果も期待
できます。

１７．モニターツアーの企画と実施

モニターツアー（イメージ）



１８．農家民宿・民泊の開業

所要時間 ２時間

価格 応相談

受講者像 協議会・地域の⽅々 等

内容
(1) 農家⺠宿・⺠泊をとりまく情勢
(2) 旅館業法と⺠泊新法の違い
(3) 開業に向けたポイント
(4) 宿泊者との交流

期待され
る成果

農家⺠宿・⺠泊の開業までの⼿続きを理解することが
できます。事例を通じて、お客様との交流のイロハを
知ることができます。

注記
• 開業の⼿続きなど、具体的な対応⽅法についての講
義は⾏いません。

• 県・市町村の条例等により、開業⼿続きが異なる場
合がございます。

農⼭漁村滞在型旅⾏では、地域にあ
る多様な宿泊施設と回遊型の体験コ
ンテンツの充実が必要不可⽋となり
ます。地域に何度も訪れていただく
リピーターの獲得に向け、交流を介
した様々なプログラムでおもてなす
ことが重要です。

この研修では、農家⺠宿・⺠泊で
の宿泊おける交流に関する事例を紹
介すると共に、開業に⾄るまでの⼀
連のプロセスを学んでいきます。開催（イメージ）



１９．地場産食材を活用した食事メニューの磨き上げ

所要時間 ２時間

価格 応相談

受講者像 協議会関係者 等

内容
(１)⾷事メニュー開発
(２)マーケティングに関するアドバイス
(３)プロモーションに関するアドバイス

期待され
る成果

⾷事メニューの開発（レシピ作成）や販路拡⼤に繋げ
ます。

各産業間の連携による農村の活性
化や農業経営の多⾓化のキーワード
として」6次産業ということばが注
⽬されています。農業本来の第1次
産業だけでなく他の第2次・第3次
産業を取り込み付加価値をつくるこ
とをご⽀援します。

⾷事メニューの新規開発・改善・
レベルアップ等についての課題に対
して、専⾨アドバイザーを派遣し、
メニュー開発の⽀援を⾏います。

ビーガンを含むベジタリアンやハ
ラールに関してのご相談についても
応じます。

開催（イメージ）



２０．地場産食材を活用した加工品の開発

所要時間 ２時間

価格 応相談

受講者像 協議会関係者 等

内容
(1)商品開発
(２)マーケティングに関するアドバイス
(３)プロモーションに関するアドバイス

期待され
る成果 ⾷に関するコンテンツの開発や販路拡⼤に繋げます。

各産業間の連携による農村の活性
化や農業経営の多⾓化のキーワード
として」6次産業ということばが注
⽬されています。農業本来の第1次
産業だけでなく他の第2次・第3次
産業を取り込み付加価値をつくるこ
とをご⽀援します。

加⼯品の新規開発・改善・レベル
アップ等についての課題に対して、
専 ⾨ ア ドバイザーを派遣し、メ
ニュー開発の⽀援を⾏います。

また通販事業を中⼼としたアドバ
イスも可能です。 開催（イメージ）



２１．旅行業を巡る法制度について

所要時間 ２時間（ご相談に応じます）

価格 応相談

受講者像 宿泊・観光サービス事業者、地域協議会 等

内容
(1) 旅⾏業の成り⽴ち＆ヒストリー
(2) 旅⾏業関連の法制度
(3) 旅⾏業法関連の登録／資格
(4) 振り返り・まとめ

期待され
る成果 旅⾏業登録に関する法令の理解ができます。

注記 オンラインで実施することも可能です。

旅⾏業関連の法制度について概要
を知っていただきます。適法に事業
を⾏うことを強く求められてきてい
る近年で、しっかりとした旅⾏業法
の知識を⾝に着けていただきます。

さらに旅⾏業法関連の登録、資格
について概要を知っていただきます。

旅⾏業登録に関する関連法令を短
時間で参加いただいた⽅々にお伝え
していきます。



２２．持続可能な品質の維持向上

所要時間 ２時間

価格 応相談

受講者像
宿泊・観光サービス事業者、地域協議会・DMO関係
者、旅⾏会社、旅客事業者、保険会社社員、⼤学等研
修者 等

内容

（１）農泊の持続的発展に向けた品質確保の必要性
（２）農泊に求められる品質の内容と課題
（３）農泊品質評価の要点と課題
（４）品質評価を踏まえた⽀援の⽅法と課題
（５）品質評価⽀援制度の概要

期待され
る成果

農泊地域における各種施設の品質向上の意義を学ぶこ
とができます。

注記 品質評価⽀援制度の依頼受付も承ります。

「農泊」をビジネスとして実践
し持続可能な農⼭漁村地域につな
げるには、継続的な品質の維持向
上に取り組む必要があります。

品質の向上により利⽤者には安
⼼・安全な情報・サービスを提供
し集客の向上につなげ、地域は適
正な料⾦を収受し、持続可能な経
営をめざします。



２３．販売・情報発信・プロモーション概論

所要時間 ２時間

価格 応相談

受講者像 情報発信を実施する協議会等組織の担当者

内容
(1) 農泊地域の情報発信で検討すべきこと
(2) 様々な情報発信ツールと特徴
(3) 集客ターゲットを意識した情報発信
(4) 「販売」を意識した情報発信

期待され
る成果 農泊地域の情報発信の⼿法について概要を学ぶ

注記

• 座学を交えながら、ワークショップを中⼼に実施し
ます。

• 集合研修、個別研修いずれでも対応できます。
• 「ITリテラシー」が同程度のグループでの参加をお
勧めします。

農泊を実践している地域では、受
け⼊れ体制整備を実施しながら、同
時に体制が整ったら集客するための
情報発信を実施する必要があります。

⼈員不⾜の問題などから後⼿に回る
ことが多いとされますが、地域を
知ってもらい集客につなげるために
重要な情報発信についてまずは基礎
的な理解を深めます。



２４．情報発信の具体的手法

所要時間 ２時間

価格 応相談

受講者像 情報発信を実施する協議会等組織の担当者

内容

(1) 発信する情報を誰に届けるか
(2) 農泊地域を伝える動画の活⽤
(3) 発信した情報の効果を追いかける

• デジタルマーケティング：Google Analyticsの
基礎的な理解と活⽤

期待され
る成果

農泊地域の情報発信の応⽤として、情報を届けるため
のセグメンテーション・ターゲティングの考え⽅、動
画活⽤、デジタルマーケティングを学ぶ

注記

• 座学を交えながら、ワークショップを中⼼に実施し
ます。

• 集合研修、個別研修いずれでも対応できます。
• 「ITリテラシー」が同程度のグループでの参加をお
勧めします。

本研修では、情報発信を⾏うべき
ターゲットの考え⽅、昨今有効な
ツールとして注⽬される動画による
情報発信、発信した情報の効果を検
証するデジタルマーケティングの基
礎を学びます。



２５．ファムトリップ企画と実施

所要時間 応相談

会員価格 応相談

⾮会員価格 応相談

内容

(1) プログラムへの事前アドバイス
(2) 受⼊体制・役割分担の事前確認
(3) 集客⽀援
(4) 当⽇の運営⽀援
(5) ファムトリップの評価・分析と提案

期待され
る成果

・受⼊にあたっての運営表の作成
・お客様への案内⽂書の作成
・アンケートの作成と集計、分析と提案

注記 ターゲット、提供プログラム、集客⽅法、運営⽅法等
により、内容・ご予算等のご相談に応じます。

完成度を⾼めた滞在コンテンツを
訴求していくためには、ターゲット
となる対象の⼈たちのニーズを把握
する必要があります。

また、販路を拡⼤するために、
ネットワークを構築することも重要
です。

ファムトリップを通じたプロモー
ションをご⽀援します。

ターゲットイメージ：マスコミ、旅
⾏会社（インバウンドや教育旅⾏の
担当者など）、法⼈企業、インフル
エンサー 等
※誘客についてはご相談対応のみの場合
あり

ファムトリップ（イメージ）



２６．インバウンドの受入と環境整備

所要時間 ２時間

価格 応相談

受講者像 地域協議会・DMO関係者 等

内容

(1) インバウンドの情勢と傾向
(2) 国・地域別のニーズ
(3) 環境整備
(4) ⽇本在住の外国⼈との連携
事例紹介を交えた講義内容に

期待され
る成果

インバウンドの受⼊に関する⼼構えや環境整備の必
要性等を学ぶことができます。

注記

コロナ終息後、世界中の多くの⼈
たちが訪⽇を望んでおり、モノを買
うばかりではなく、⽇本での様々な
体験への期待が⼤きくなっているこ
とを念頭に置く必要があります。

外国⼈旅⾏者は、⾃然の美を堪能
し、伝統⽂化を体験し、地⽅コミュ
ニティについて学び、おいしい⾷べ
物に⾆⿎を打ち、そしてほかの場所
では体験できない稀有で実践的な体
験に多くの期待を寄せています。

ここでは、「⽇本のおもてなしの
⼼」を表現するためのスキル習得と、
サービス向上に向けての意識改⾰と
設備改善の必要性を学んでいただき
ます。


